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《開催概要》 

 日 時：令和７年８月２４日（日）午前１０時～１２時１０分 

 場 所：議場及び全員協議会室 

 テ ー マ：部活動の未来について 

 参 加 者：市内中学校の生徒会役員２０名 

      市長、両副市長、教育長、未来政策部長、教育部長、こども部長 

      事務局（マーケティング課長、指導室長ほか） 

 

《提案と市の考え方》 

 当日は、部活動の現状や課題、それを解決するための提案や意見について、当事者である中学生から様々な発表がありました。 

大和市の考え方を以下のとおり報告します。 

 なお、発表内容の詳細は、「中学生の中学生による中学生のための会議（要旨の報告）」をご参照ください。 

 

発表内容 
市の考え方 担当課 

現状・課題 提案・意見 

・教員が多忙で、顧問の負担が大きくなっ

ている。 

・専門知識のある顧問が少ない。 

・部活動自体がなくなっている。 

・外部から指導者を招く。 

・外部コーチに委託する。 

・指導者やコーチの費用を市に関与して

ほしい。 

令和７年度に部活動指導員を１０名増員

しており、地域指導者が３０名、部活動指導

員が２３名在籍しています。 

部活動指導員に関しては、今後も増員させ

ていく方向で考えています。 

指導室 

・顧問を担っていない先生に顧問を引き

受けてもらい、顧問を複数化する。 

複数顧問制を推奨しています。ただし、強

制はできません。 指導室 
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発表内容 
市の考え方 担当課 

現状・課題 提案・意見 

・教員が多忙で、顧問の負担が大きくなっ

ている。 

・専門知識のある顧問が少ない。 

・部活動自体がなくなっている。 

・市内の中学校で合同チームを作る。 

・市内の中学校で合同練習する。 

・高校生と協力して練習する。 

・中高一貫のイベントで交流する。 

 

少子化によりチームが組めなくなってき

ている部活があることは把握しています。 

今後、地域展開していく中で、拠点校で部

活動を行うなど、知恵を出し合いながら持続

可能な取組を進めていきます。 

高校生とのイベントは、各種目の大和市中

学校体育連盟専門部に伝えていきます。 

指導室 

・地域主体の部活動に再編する。 

・地域でボランティアの顧問や専門家を

募る。 

（イベントで交流するなど、地域との繋

がりを強めることで、新たな人間関係が

生まれ、災害時にも役立つ。） 

現在、地域展開に向けて準備を進めていま

す。 

ボランティアの顧問については、練習試合

の引率などが難しいと考えています。 
指導室 

・市が管理する部活動を作る。 

（市が指導者を各部活動に派遣し、先生

は成績表への記載のための顧問となる。） 

（市が部活動の用具を直接支給する。） 

（練習場所に公共施設を使用する。） 

大和市版部活動地域展開の実施に向けて

準備を進めるとともに、お試し活動を実施し

ています。 

部活動の大きな用具は、学校備品として購

入していますが、消耗品は部単位で購入する

のが現実的です。 

公共施設は、他の団体も使用しているの

で、譲り合う気持ちが大切となります。 

指導室 
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発表内容 
市の考え方 担当課 

現状・課題 提案・意見 

・部活動の種類が少ない。 

・入りたいと思う部活動がない。 

・部活動の種類を増やす。 とても良いアイディアと思います。実現す

るには、顧問、指導者、活動場所の整理・準

備が必要となります。 

中でも、ダンス部は皆さんの興味関心が高

いと捉えています。 

指導室 

・顧問を必要としない同好会を作る。 代表者、まとめ役、仕組みづくりのルール

が必要になると思います。学校施設を使う場

合、安全面等から学校長の許可も必要です。 

指導室 

 

 

発表内容 
市の考え方 担当課 

現状・課題 提案・意見 

・部員の熱量や技術の差により、人間関係

が悪くなる可能性がある。 

・クラブチームへの移行を検討する。 

（全国大会を目指すような生徒はクラブ

チーム、仲良く楽しみたい生徒は部活動

という選択肢を設ける） 

選手コース、レクリエーションコースの選

択肢はあってもよいですが、人・場所の確保

も必要となります。 

また、入学後すぐに選択することの難しさ

も想定されます。 
指導室 

・学年にこだわらず、熱量や実力に分けて

活動する。 
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発表内容 
市の考え方 担当課 

現状・課題 提案・意見 

・生徒の自主性や知識の向上が難しい。 

・部員の考えや意見を反映させる機会が

少ない。 

・部活動の主役は生徒であり、価値観の更

新が必要である。 

・生徒主体で活動し、教員は安全面を監督

する。 

・部員で話し合って活動方針を決め、自ら

練習メニュー等を考案し、顧問は確認し

て助言する。 

・部活動に対するアンケートを定期的に

実施する。 

 

とても建設的な意見だと思います。部活動

は自発的な活動の上に成り立っています。や

らされるという受け身の活動ではありませ

ん。 

部活動に限らず、学校教育活動はその気持

ちが大切です。 

是非、顧問や話しやすい教員と相談して早

期に実行してほしいと思います。 

指導室 

・地域移行により、定期的に顧問・地域・

部員が話し合う機会を設ける。 

対話の機会はとても大事です。 

地域展開後はもちろんのこと、今の部活動

でも取り入れてみてください。 

指導室 
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発表内容 
市の考え方 担当課 

現状・課題 提案・意見 

・猛暑で屋外の練習が厳しくなっている。 

・活動時間の設定に課題がある。 

・練習の制限や自粛をするべきである。 

・朝練や夜練に切り替える。 

 

部活動ガイドライン、熱中症予防ガイドラ

インに沿い、何よりも安全第一を心掛けて活

動してください。休みも練習の１つです。 

朝や夜の練習は、時間の設定と周囲の理解

が必要となります。近隣への配慮や夜下校の

約束事を整理し、生徒・保護者・顧問・地域

の情報共有・活動連携が大切になると思いま

す。 

指導室 

・街灯を増やしてほしい。 

（帰り道が暗くなければ、練習時間を延

ばせる。市民も喜ぶ。） 

 

市では例年、市民の方や自治会等から防犯

灯（街灯）の新設要望を取りまとめ、市の基

準に準じ照度や設置間隔等を考慮し、新設箇

所を決めています。 

新設を希望する具体的な箇所を教えてい

ただければ、上記同様に対応いたしますの

で、市民生活あんぜん課（０４６－２６０－

５０４８）までご連絡ください。 

市民生活 

あんぜん課 

 

 

 

 

 



令和７年度 中学生の中学生による中学生のための会議  提案と市の考え方 

6 

 

 

発表内容 
市の考え方 担当課 

現状・課題 提案・意見 

・練習場所が不足している。 ・空き教室等を有効活用する。 

 

譲り合いと知恵の出し合いが解決のカギ

と考えます。 
指導室 

・市の公共施設を使えるようにする。 

（日程の制限や、料金が生じても良い。） 

 

実際に顧問が予約している部活もありま

す。他の活動する団体と調整や、事前登録が

必要です。 

指導室 

・スポーツセンターは市の中心部なので、

端の方にも施設を作ってほしい。 

 

現在の市内スポーツ施設の設置状況につい

ては、北部地域に「つきみ野野球場」、「南林間

スポーツ広場」、「深見歴史の森スポーツ広場」

があり、また「市民交流拠点ポラリス」は天候

を気にせず屋内で運動ができる「アリーナ」が

あり、多くの市民の皆様に利用されています。 

中部地域には「大和スポーツセンター、大和

スタジアム、草柳庭球場」等があり、南部地域

には中規模・大規模多目的スポーツ広場やテニ

スコートを有する「大和ゆとりの森」、「宮久保

スポーツ広場」、「下福田野球場」等があります。 

現時点でスポーツ施設新設の計画等はあり

ませんが、会議の中で出たご意見を参考にさせ

ていただくとともに、本市の部活動の地域展開

の動向を注視してまいります。 

スポーツ×

ライフ課 

 


